
 

 

 

 

 

このたび、令和 3年度の公益財団法人 JKA競輪の補助を受けて、胸部 X線デジタル検診車を導入しました。 

この検診車の特徴は以下の４点です。 

（１）地球に優しい、排気ガスゼロの蓄電池を搭載しました。 

（２）障害者や高齢者、外国人など、誰もが安全に安心して検査が出来る、音声案内器を設置しています。 

（３）感染防止対策として、手指消毒台を設置しました。 

（４）緊急対応と社会 貢献としての AED（自動体外式除細動器）を導入しました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

胸部 X線デジタル検診車導入 

令和 3年度検診車の整備補助事業 

事業の内容 胸部 X線用デジタル検診車 

補助金額  21,500,000円 

実施場所  京都市伏見区竹田田中宮町 98番地 

完了年月日 令和 4年 3月 8日 

一般財団法人京都労働災害被災者援護財団 

            理事長 三宅 成恒 


